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受 理 番 号 陳情第７０号 

件 名 児童相談所での更なる環境改善に関することについて 
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今世の中は、児童虐待殺人事件を阻止し、児童虐待阻止強化が強

く求められている。我が団体も同じ気持ちで活動を行っている。児

童虐待阻止の強化が必要である。ただ、児童相談所では、児童の人

権・児童の福祉がないがしろにされている。児童の環境を改善して

いただきたい。 

また、児童自殺について児童相談所が取り組まれていないことが

非常に残念である。 

ついては、広島市児童相談所において、下記の事項について改善

していただくよう陳情する。 

 

記 

 

１ １か月の保護費用が４０万円／人、乳幼児５０万円／人掛かり、

保護者から月５万～１０万円を毎月／人徴収され、異常に高額で

あること。普通の２４時間保育では１か月１０万円である。  

２ 母乳保育の乳幼児でも、保護後は、何か月も面談がないように

すること。 

３ 健康な親でも必ず精神科を受診するよう強要することがないよ

うにすること。 

４ 虐待を認めなければ、家族環境改善策を提案しないことがない

ようにすること。 

５ 面会できても通常月に１回であることがないようにすること（

乳幼児でも月に１回、母乳を上げることも、肌と肌でのスキンシ

ップもできない。異常としか言えない。）。 

６ 施設保護・里親等で保護されると、こどもの通帳を勝手に作ら

れ、児童手当・扶養手当、コロナウィルス支援手当１０万円が施

設で管理している通帳に送金されることや、施設が自由に他人の

通帳を使用できることがないようにすること。  

７ 保護中に精神薬を投与し、精神障害等重くなった場合は、即保

護者に引き渡すこと。 

８ 元夫婦や叔父叔母等親族がいても、保護中に成人になると、成
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年後見人（弁護士）を勝手に選任して、その後も、保護者には生

涯音信不通となることがないようにすること。  

９ 出産前の定期健診で、初めての出産ですと言うだけでネグレク

トの疑いで病院や看護師、医師から虐待通報されるだけで児童相

談所に保護されることがないようにすること。  

１０ 出産前の定期健診で虐待通報された場合、出産後まで母親と

の接触はしないのに、病院の支払をする時に、バンで来て病院の

裏口から５～６人の児童相談所職員で赤ちゃんをさらって行くこ

とがないようにすること。 

１１ 特別養子縁組は３００万円程度のあっせん手数料が業者に入

る。外国人への特別養子縁組をやめること。 

 

理由 

児童相談所は、こどもを誘拐し、こどもは帰りたいと懇願しても

帰れない。公的機関が行う拉致である。このような事例は、全国の

児童相談所で普通に起こっている。 

家庭裁判所も児童相談所にそん度しているため、こどもの意見は、

永久に実行されない。 

 


